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『子どもたちよ　大志を抱け』
「あなたがいるから　明るく楽しくあたたかい」

武蔵ヶ丘中学校　２年　山口　龍
りゅういち

一（現在３年生）

　今年度のキャリア教育の目玉として、さまざまな職種の
人による講演と体験学習を行いました。これは子どもたち
に、夢をもち、夢の実現を追求していく力をつけてもらう
ために行われた地域学校協働活動の一つです。
　子どもたちは看護師、元刑事、美容師、宮大工、猿回し
芸人、農業経営と多職種の講師のそれぞれの仕事の内容
や、仕事に対する熱い思い、努力されている姿に触れまし
た。講話を聞き、体験している子どもたちの眼は光り輝い
ていました。将来の菊陽町を支える子どもたち（＝未来）が
育っています。 宮大工体験をしている子どもたち

「じんじゃにおまいりにいったよ」 みどり園　森本　紺
こ

之
の

一
い

（５歳）

　あそのじんじゃにいった。かみさまがたくさんいた。
わらったかおのかみさまや　ねむったかおのかみさま
がいた。さかなつりのかみさまもいた。ままが　しち
ふくじんのかみさまだっておしえてくれた。ままのさ
いふのうえに　しろいへびをのせて、へびのうえにま
まのてと　このいのてをのせておねがいしたよ。この
いは『じいじがよくなりますように』っておねがいし
た。だってじいじはびょうきだから。へびもさわった。
つめたかったよ。

（先生から）
　このいさんは病気で入院しているおじいちゃんのことを
心配していました。神社へ行った時もおじいちゃんのこと
を神様にお願いしたそうです。その時のことを絵に描いて
くれました。新型コロナウイルス感染症の影響でなかなか
お見舞いに行けなく、おじいちゃんが元気になったら一緒
に遊びたいと話していました。

いつも遊んでいる友だちと（作者は中央） 「じんじゃにおまいりにいったよ」

相談は無料で秘密は固く守られます。ご利用ください。
回 期　日 時　　間 場　　　　所
１ ６月１日㈫ 午前10時～午後３時 武蔵ヶ丘コミュニティセンター
２ ９月１日㈬ 午前10時～午後３時 中央公民館
３ 12月１日㈬ 午前10時～午後３時 西部町民センター

　一昨年、「菊陽町民人権意識調査」を実施しました。その中で、「どのような人権問題が起きているか」の問い
に対し、「人権問題が起きているとは思わない、起きているかわからない」という回答は下図のグラフのような
結果でした。この割合が一番多かったのが水俣病問題に関してで、49％でした。「水俣病問題」について考えて
みたいと思います。
　1956（昭和31）年５月１日は、チッソ付属病院の細川一院長らが「原因不明の疾患の発生」を水俣保健所に届
けた日で「水俣病の公式確認の日」とされています。1992年からはこの日に水俣市主催の慰霊式が開催されて
きました。しかし、近年は熊本地震の影響、改元行事と
の重複で10月に延期であったり、昨年は新型コロナ禍で
初めての中止になったり通常と異なる状況が続いていま
す。水俣病問題は健康被害をもたらしただけではなく、
「水俣」というだけで特別な見方をされるなどのいわれの
ない偏見や差別の問題を生じさせました。いまなお、水
俣病認定申請や裁判をしている人もおられますし、水俣
病被害者本人や家族の高齢化も進み、日常生活における
さまざまな支障や不安も生じています。今年の慰霊式は
５月１日開催が決まりました。節目の日に、水俣病問題
のこれまでを、現在を、これからを共に県民として学び、
考え、見つめたいと思います。

「水俣病問題」を考える ～公式確認の日、５月 1日に～

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）に関する人権問題
インターネットによる人権侵害
拉致問題その他北朝鮮による人権侵害

犯罪被害者等の人権
ＨＩＶ感染症・難病等をめぐる人権

ハンセン病回復者等の人権
水俣病をめぐる人権

外国人の人権
部落差別

障がい者の人権
高齢者の人権
子どもの人権
女性の人権

人権問題の認知状況
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人権擁護委員による特設無料人権相談を行います

人権啓発標語


